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一　

は
じ
め
に

　
『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語１
』
は
少
な
く
と
も
寛
文
四
（
一
六
六
六
）
年
ま
で

に２
成
立
・
刊
行
さ
れ
た
浅
井
了
意
（
？
─
一
六
九
一
）
に
よ
る
仮
名
草
子
で
あ

る
。
本
書
の
序
文
が
そ
の
内
容
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
次
に

引
用
す
る
。

…
…
粤こ
ゝ

に
、
近こ
の

頃こ
ろ

雲う
ん

棲せ
い

寺じ

蓮れ
ん

池ち

袾し
ゆ

宏く
わ
う

大
師
の
戒か
い

殺せ
つ

放ほ
う

生じ
や
うの
文も
ん

と
て
世

に
梓し

行か
う

す
。
唐た
う

僧そ
う

隠い
ん

元げ
ん

琦き

禅ぜ
ん

師じ

、
こ
れ
に
戒か
い

殺せ
つ

放ほ
う

生じ
や
うの
二
偈げ

并
に
跋ば
つ

あ

り
。
文ぶ
ん

章し
や
うい
づ
れ
も
花
を
か
ざ
り
、
理
ふ
か
く
し
て
、
愚ぐ

蒙も
う

の
輩
と
も
が
らは
読よ
む

事
か
た
し
。
い
は
ん
や
そ
の
義
を
あ
き
ら
め
ん
や
。
予

看か
ん

経き
ん

の
い
と
ま

是
を
み
る
に
謂お
も

は
く
、
文も
ん

字じ

に
明あ
き
らか
な
ら
ん
人
は
此
限か
ぎ
りに
あ
ら
ず
。
只

を
ろ
か
な
る
も
の
ゝ
た
め
に
是
を
和わ

語ご

に
平な
ら

し
、
和わ

字じ

に
な
ら
べ
て
、

ひ
ろ
く
男
女
児じ

童ど
う

の
目
に
及を
よ
ぼさ
ば
、
又
す
こ
し
き
補お
ぎ

ぬ
ひ
と
も
な
り
、

も
し
心
を
あ
ら
た
め
て
慈じ

悲ひ

に
か
へ
ら
ば
、
同ど
う

証せ
う

菩ぼ

提だ
い

の
徳と
く

な
ら
ざ
ら

ん
や
と
云い
ふp

尓し
か

。３

　

右
の
序
文
引
用
箇
所
に
も
あ
る
通
り
、
本
書
は
明
代
の
禅
僧
・
袾
宏
（
一

五
三
五
─
一
六
一
五
）
の
『
戒
殺
放
生
文
』（
寛
文
元
年
和
刻
本
刊
。
以
下
、『
戒
殺

放
生
』）
を
和
訳
し
た
一
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
早
く
に
小
川
武
彦

氏
が
『
戒
殺
放
生
』
だ
け
で
な
く
、
明
代
の
顔
茂
猷
に
よ
る
『
廸
吉
録
』
も

用
い
ら
れ
て
い
た
事
実
を
指
摘
し
た４
。『
廸
吉
録
』
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、

更
に
花
田
富
二
夫
氏
に
よ
る
追
加
も
あ
る５
。

　

小
川
氏
は
本
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
作
者
浅
井
了
意
自
身
が
「
是
を
み
」
て
「
和

語
に
平
し
和
字
に
な
ら
べ
」
て
「
読
み
や
す
く
知
り
や
す
く
」
し
た
と

い
っ
て
い
る
よ
う
に
『
戒
殺
放
生
文
』
の
説
話
を
取
捨
選
択
し
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
撰
述
し
、
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
い
た
る

の
で
あ
る６
。

　

先
行
研
究
の
指
摘
か
ら
、
従
来
、
本
書
は
袾
宏
の
『
戒
殺
放
生
』
の
翻
訳

本
で
あ
り
、
適
宜
『
廸
吉
録
』
と
い
っ
た
中
国
善
書
の
記
事
を
挿
入
し
て
話

を
膨
ら
ま
せ
た
物
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
千
葉
真
也
氏
は
如
儡
子
（
？
─
一
六
七
四
）
の
『
百
八
町
記
』（
承

応
四
年
成
立
、
寛
文
四
年
以
前
に
初
印
刊
行
か７
）
と
『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』

　

浅
井
了
意
作
『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
に
つ
い
て

─
─ 

中
国
浄
土
教
思
想
と
の
関
係
に
注
目
し
て 

─
─

木
　
村
　
迪
　
子
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と
の
間
に
近
似
す
る
文
章
を
見
出
し
、
更
に
『
百
八
町
記
』
の
典
拠
と
し
て
、

『
帰
元
直
指
』
な
る
一
書
を
指
摘
し
て
い
る８
。
本
稿
で
は
こ
の
『
帰
元
直
指
』

─
─
明
代
の
天
台
僧
・
宗
本
（
一
元
禅
師
）
が
著
し
た
『
帰
元
直
指
集９
』（
二
巻
、

隆
慶
四
年
成
立
、
寛
永
二
十
年
和
刻
本
刊
。
以
下
『
直
指
』）
─
─
が
『
戒
殺
物
語
・

放
生
物
語
』
の
大
部
分
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
初
め
に
指
摘
す
る
。
左

に
、
小
川
・
花
田
両
氏
の
指
摘
も
踏
ま
え
、
典
拠
の
一
覧
を
挙
げ
る
。

　

今
回
新
し
く
指
摘
す
る
物
は
太
字
で
示
し
た
。
右
一
覧
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、
特
に
『
戒
殺
物
語
』
に
あ
た
る
一
、
二
巻
に
お
い
て
『
直
指
』
の
利

用
が
目
立
つ
。ま
た
、『
戒
殺
放
生
』
を
用
い
る
場
合
、か
な
り
の
割
合
で
『
直

　
　

〇
『
戒
殺
物
語
』

一
ノ
一　
『
直
指
』
二
六

一
ノ
二　
『
戒
殺
放
生
』
一
／
『
直
指
』

七
六

一
ノ
三　
『
戒
殺
放
生
』
二
／
『
直
指
』

七
六

一
ノ
四　
『
廸
吉
録
』
二
ノ
五

一
ノ
五　
『
戒
殺
放
生
』
二

一
ノ
六　
『
廸
吉
録
』
二
ノ
四

一
ノ
七　
『
戒
殺
放
生
』
三
／
『
直
指
』

八
一

一
ノ
八　
『
廸
吉
録
』
十
二
ノ
二

一
ノ
九　
『
直
指
』
八
一

二
ノ
一　
『
戒
殺
放
生
』
四

二
ノ
二　
『
直
指
』
四
七

二
ノ
三　
『
戒
殺
放
生
』
五
／
『
直
指
』

三
十

二
ノ
四　
『
直
指
』
七
五

　
　

〇
『
放
生
物
語
』

三
ノ
一　
『
直
指
』
八
二

三
ノ
二　
『
戒
殺
放
生
』
放
生
文
／『
直

指
』
二
七

三
ノ
三　

不
明
。

三
ノ
四　
『
直
指
』
九
一

三
ノ
五　
『
戒
殺
放
生
』
何
廼
…Ａ

三
ノ
六　
『
太
平
広
記
』
巻
第
三
一Ｂ

三
ノ
七　
『
戒
殺
放
生
』
憐
児
…

三
ノ
八　
『
戒
殺
放
生
』
畏
死
…

三
ノ
九　
『
戒
殺
放
生
』
恃
我
…
／『
直

指
』
二
五

三
ノ
十　
『
戒
殺
放
生
』
解
網
…

四
ノ
一　
『
戒
殺
放
生
』
聖
哉
…

四
ノ
二　
『
戒
殺
放
生
』
割
肉
…

四
ノ
三　
『
戒
殺
放
生
』
贖
鱗
…

四
ノ
四　
『
太
平
広
記
』
巻
第
十
五

四
ノ
五　
『
戒
殺
放
生
』
贖
鱗
…
／『
戒

二
ノ
五　
『
戒
殺
放
生
』
七
／
『
直
指
』

二
四

二
ノ
六　
『
廸
吉
録
』
二
ノ
八
／
『
直

指
』
二
四

二
ノ
七　
『
戒
殺
放
生
』
六
／
『
直
指
』

七
九

二
ノ
八　

不
明Ｄ
。

二
ノ
九　
『
戒
殺
放
生
』
七
／
『
直
指
』

七
八

二
ノ
十　
『
戒
殺
放
生
』
七
／
『
直
指
』

二
四

二
ノ
十
一
『
廸
吉
録
』
二
ノ
十
一

二
ノ
十
二
『
戒
殺
放
生
』
七
／『
直
指
』

八
三
・
八
四

二
ノ
十
三
『
戒
殺
放
生
』
七

二
ノ
十
四
『
戒
殺
放
生
』
戒
殺
祝
願

殺
放
生
』
信
老
…Ｃ

四
ノ
六　
『
戒
殺
放
生
』
一
活
…

四
ノ
七　
『
廸
吉
録
』
一
ノ
十
六

四
ノ
八　
『
戒
殺
放
生
』
一
放
…
／
『
廸

吉
録
』
一
ノ
一

四
ノ
九　

不
明
。

四
ノ
十　
『
廸
吉
録
』
一
ノ
六
／
『
直

指
』
八
二

四
ノ
十
一
『
戒
殺
放
生
』
隋
侯
…
／

『
廸
吉
録
』
一
ノ
六

四
ノ
十
二
『
戒
殺
放
生
』
雀
解
…
／

『
廸
吉
録
』
十
一
ノ
七

四
ノ
十
三
『
戒
殺
放
生
』
拯
己
…
／

『
廸
吉
録
』
一
ノ
五

四
ノ
十
四
『
太
平
広
記
』
巻
第
四
七
三Ｅ

四
ノ
十
五
『
戒
殺
放
生
』
捨
将
…
／『
廸

吉
録
』
十
三
ノ
一

四
ノ
十
六
『
戒
殺
放
生
』
貿
死
…

四
ノ
十
七
『
戒
殺
放
生
』
放
生
祝
願

四
ノ
十
八
『
戒
殺
放
生
』
黄
檗
和
尚
二

偈
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指
』
を
併
用
し
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

　

本
稿
で
は
、『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
に
お
け
る
『
直
指
』
利
用
の
手

法
を
検
証
し
、
更
に
了
意
の
仏
書
に
お
け
る
明
代
を
中
心
と
す
る
中
国
浄
土

教
文
献
利
用
を
取
り
上
げ
て
、
寛
文
期
に
お
け
る
袾
宏
教
学
─
─
特
に
黄
檗

宗
の
伝
来
を
介
在
さ
せ
る
─
─
享
受
に
つ
い
て
、
そ
の
再
考
を
提
言
す
る
。

二　
『
帰
元
直
指
集
』
の
利
用
の
方
法

　
『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
に
お
け
る
『
直
指
』
の
利
用
に
は
、
第
一
に
『
廸

吉
録
』
同
様
、
説
話
の
そ
れ
を
指
摘
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
一
ノ
九
「
一
女
五
僧
を
度
す
と
い
ふ
事
」
は
『
直
指
』
八
一
「
預

修
超
薦
戒
殺
文
」
に
依
る
。『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
該
当
章
段
に
は
次

の
よ
う
に
話
を
引
く
。

ま
こ
と
の
志
こ
ゝ
ろ
ざ
しを
も
つ
て
先せ
ん

祖ぞ

の
亡ま
う

者じ
や

を
と
ぶ
ら
は
ん
に
、
仏
を
く
や

う
し
、
僧そ
う

を
請し
や
うじ
、
功く

徳ど
く

を
い
と
な
ま
ん
と
思
は
ゞ
、
忌き

日
の
前
後
い

よ
〳
〵
ふ
か
く
慎
つ
ゝ
し
むべ
し
。
さ
れ
ば
魚
鳥
の
肉に
く

は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
深ふ
か

く

善ぜ
ん

根こ
ん

を
営
い
と
な
むに
は
酒
を
だ
に
猶
飲の
む

べ
き
事
に
あ
ら
ず
。
も
ろ
こ
し
宋そ
う

の
紹ぜ
う

興こ
う

年ね
ん

中ぢ
う

に
淮わ
い

陰い
ん

と
云い
ふ

所
の
民た
み

、
娘む
す
めに
を
く
れ
た
り
。
家
も
と
よ
り
貧ま
ど
しく
、

仏
事
を
営
い
と
な
む

力ち
か
らも
な
し
。
そ
の
母
髪か
み

を
切き

て
銭ぜ
に

六
百
文
に
う
り
て
、
僧そ
う

を
請し
や
うじ
仏ぶ
つ

事じ

せ
ん
と
思
ふ
所
に
五
人
の
僧そ
う

あ
り
て
折
ふ
し
門か
ど

を
ゆ
き
す

ぐ
る
。
中
に
一
人
を
請し
や
うじ
、
金こ
ん

光く
は
う

明み
や
う

経
一
部ぶ

を
借か
り

も
と
め
て
、
よ
ま

し
め
、
か
く
て
回ゑ

向か
う

を
は
り
、
斉と
き（
＊
マ
マ
）

　
　
　
　

う
ち
喰く
ふ

て
、
僧そ
う

は
布ふ

施せ

を
と
り
、

出
て
帰
る
道
に
し
て
、
四
人
の
僧
に
出
む
か
ひ
、
五
人
な
が
ら
お
な
じ

く
酒
屋
に
行
て
、
酒
を
買か
い

つ
ゝ
、
座ざ

し
て
の
ま
ん
と
す
る
に
、
た
ち
ま

ち
に
そ
の
家
の
窓ま
ど

の
外
よ
り
声
あ
り
て
い
は
く
、
今こ
ん

朝て
う

の
斉と
き

に
経
よ
み

給
ふ
僧
、
必か
な
らず
そ
の
酒
の
み
給
ふ
な
と
。
僧
の
い
は
く
、
か
く
い
ふ
は

誰た
れ

人
ぞ
や
と
。
そ
の
と
き
さ
め
〴
〵
と
泣な
き

て
い
は
く
、
我
は
今こ
ん

朝て
う

と
ぶ

ら
は
れ
ま
い
ら
れ
し
娘
む
す
め

也
。
冥め
い

途ど

に
た
ゞ
よ
ふ
事
日
久ひ
さ

し
。
し
か
る
を

僧そ
う

の
読ど
く

誦じ
ゆ

の
功く

徳ど
く

に
よ
り
て
罪つ
み

を
ま
ぬ
が
れ
て
う
か
ば
ん
と
す
。
僧そ
う

も

し
酒
を
の
み
て
今
日
の
斉と
き

を
破や
ぶ

り
給
は
ゞ
、
我わ
れ

も
と
の
ご
ど
（
＊
マ
マ
）く
し
づ

み
果は
て

な
ん
と
、
い
ひ
終を
は

り
て
見
え
ず
。
五
人
の
僧そ
う

大
に
慚は
ぢ

て
、
一
生
の

間あ
ひ
だ

堅か
た

く
斉さ
い

戒か
い

し
、
念
仏
参さ
ん

禅ぜ
ん

し
て
、
同
じ
く
み
な
菩ぼ

提だ
い

の
果く
わ

を
さ
と

り
、
世
の
善ぜ
ん

知ぢ

識し
き

と
な
り
け
り
。
一
鬼き

五
僧そ
う

を
度ど

す
と
云い
ふ

は
此
事
也
。

こ
れ
を
も
つ
て
思
ふ
に
、
因
［
い
］ん

果ぐ
わ

歴れ
き

然［
ぜ
］んの
道だ
う

理り

あ
き
ら
け
し
。
肉に
く

を
食じ
き

し

酒
を
の
み
て
斉さ
い

戒か
い

を
や
ぶ
ら
ば
、
い
か
な
る
善ぜ
ん

根ご
ん

を
な
す
と
て
も
功く

徳ど
く

と
な
る
べ
か
ら
ず
。
更さ
ら

に
益え
き

あ
る
ま
じ
き
な
り
。

　

こ
れ
と
近
似
す
る
内
容
が
『
直
指
』
該
当
章
段
に
記
さ
れ
る
。

金
光
明
経
ノ

因
果
ニ

云
ク

。
宋-

朝
ノ

紹
興
年
ノ

間
ニ

。
淮
陰
ニ

有リw

小
民z

喪ウ
シ
ナ
フp

女ム
ス
メ
ヲ。
経ヘ
テw

寒-

食ヲq

恨ムp

無
キ
コ
ト
ヲw

以テ

為
ナ
ス
コ
トo

薦
ヲ

。
其ノ_

母
截キ
ツ
テp

髪ヲ

。

売ウ
ルw

銭
六-

百ニ　
　〔一
〕。
将サ
ニ

欲スe

請ジ
テ

p

僧ヲ

做
ナ
サ
ン
ト　
　
〔
二
〕

仏-

事ヲz

忽チ

有テw

五-

僧q

門-

前ニ

経-

過ス

。
遂ニ

迎ム
カ
ヘ

請ジ
テ

入ル

。
其ソ
ノ

僧
転ウ
タ
ヽ

相ヒ

推
托シ
テ。
良ヤ
ヽ_

久ク
シ
テ

一-

僧

肯
ウ
ケ
ガ
フ

p

之ヲ

。
即チ

訪テw

諸
隣
ト
ナ
リ
ニ

z

得ヱw

金
光
明
経
一-

部ヲz

読
誦シ

已ヲ
ハ_

竟リ
テ

回-

向シ

就
ス
ナ
ハ
チ

斎シ
テ

而
去ル

街-

上ニ
シ
テ

忽チ

偶ア
フw

向サ
キ
ノ

之
四-

僧ニz

邀
ム
カ
ヘ
テ

共ニ

酒-

家ニ
シ
テ

就ツ
クp

座ニ

。
忽ニ

聞クw

窓-

外ニ

有テp

声
呼ヲz

転_

経ノ

僧
莫レp

飲ム
コ
ト

p

酒ヲ

僧
問ト
フw

何ナ
ニ_

人ゾ
ト

q

遂ニ

泣テ

曰ク

我レ
ハ

看カ
ン_

経キ
ン-

家カ
ノ

亡-

女ナ
リ

也
。
淪-w

滞ス
ル
コ
ト

冥
途ニq

日ヒ_

久シ

。
今マ

蒙テw

師ノ

課
経ノ

功-

徳ヲz

方ニ

得ウw

脱
マ
ヌ
ガ
レ
テ

p

罪ヲ

超-

生
ス
ル
コ
ト
ヲ

z

若シ

飲ノ
ミp

酒ヲ

破ラ
バ

p

斎ヲ

。
令シ
テ

o

我レ
ヲ

依テp

前キ
ニ

沈-

堕セz

言イ
ヒ_

已テ

不ズp
見ミ
ヘ

。
僧
慚ハ
ヂ
テ

而
退ク

。
其ノ_

後
五
僧
全ク

持テw

斎
戒ヲz

念
仏
参
禅シ
テ。
皆ナ

得ヱ

p

果ヲ

証スw
菩-
提ヲz

咸ク

作ナ
ルw

人
天ノ

眼
目トz

吁ア
ヽ

。
一-

鬼
度ス
ト
ハ

w

五-

僧ヲq

正ニ

此ノ

謂
イ
ヽ
ナ
リ

也
。
如キ
ハ

是ノ

因
果
昭
然タ
リ。
豈ニ

可ン
ト

w

飲ミp

酒ヲ

食フo

肉ヲ

。
若シ

不レ
バ

w

斎
戒セz

精-

厳ノ

功-
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果モ

亦タ

無シp

益
矣Ｆ
。

　

こ
の
箇
所
だ
け
を
見
る
と
、『
廸
吉
録
』
の
利
用
と
同
じ
く
、
単
純
な
説

話
の
流
用
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
了
意
は
、
一
ノ
七
「
先
祖
を
ま
つ

る
に
殺
生
す
べ
か
ら
ざ
る
事
」
に
も
『
直
指
』
八
一
を
用
い
て
い
る
。『
戒

殺
物
語
・
放
生
物
語
』
に
お
け
る
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

も
ろ
こ
し
に
は
、
先せ
ん

祖ぞ

の
忌き

日に
ち

・
年ね
ん

忌き

等と
う

に
あ
た
れ
ば
、
魚
鳥
・
牛う
し

羊ひ
つ
じな
ど
を
こ
ろ
し
、
膳ぜ
ん

に
そ
な
へ
て
ま
つ
る
。
仏
法
の
上
に
亡ま
う

者じ
や

を
と

ぶ
ら
ふ
、
年ね
ん

忌き

・
月ぐ
は

忌つ
き

の
仏
事
の
ご
と
し
。
し
か
れ
ば
日
本
に
は
、
い

に
し
へ
先せ
ん

祖ぞ

を
ま
つ
り
け
る
時
は
、
魚
鳥
等と
う

を
も
そ
な
へ
し
事
あ
り
け

れ
ど
も
、
仏
法
本ほ
ん

朝て
う

に
つ
た
は
り
し
よ
り
こ
の
か
た
は
、
精
し
や
う

進じ
ん

潔け
つ

斎さ
い

し

て
仏
を
く
や
う
し
、
僧
を
請し
や
うじ
て
経
よ
み
、
功く

徳ど
く

を
い
と
な
む
事
也
。

そ
れ
に
本ほ
ん

朝て
う

の
風ふ
う

俗ぞ
く

ま
づ
仏
事
を
い
と
な
ま
ん
と
て
は
、
か
な
ら
ず
魚

鳥
を
も
と
め
て
、
忌き

日に
ち

の
宵よ
ひ

ま
で
こ
れ
を
食じ
き

し
、
仏
事
を
は
り
ぬ
れ
ば
、

次
の
朝あ
し
たに
は
や
く
魚
鳥
を
こ
ろ
し
喰く
ら

へ
り
。
こ
れ
ま
こ
と
の
心
ざ
し
な

き
故
に
し
て
、
い
と
な
む
善ぜ
ん

根ご
ん

ま
た
さ
ら
に
功く

徳ど
く

な
し
。

　

冒
頭
に
「
も
ろ
こ
し
に
は
」
と
し
て
、
僅
か
に
中
国
の
風
習
を
挙
げ
る
が
、

本
章
段
の
大
半
は
日
本
の
風
俗
を
記
す
。『
戒
殺
放
生
』
で
は
こ
の
箇
所
、

三ニ

曰
祭ル
ニ

p

先ヲ

祭
不p

宜クw

殺
生q

兦
者ノ

忌
辰
及ビ

春
秋ノ

祭
掃ニ
ハ

倶ニ

当ニe

戒
殺シ
テ

以テ

資クw

冥
福ヲq

殺
生シ
テ

以テ

祭ラ
バ

徒ニ

増ノ
ミ

p

業ヲ

耳
。
夫レ

八
珍
羅ヌ
ト
モ

w

於
前ニ

一
安ン
ゾ

能ク

起シ
テ

w

九

泉ノ

之
遺
骨ヲ

一
而
使シ
テ

wp

之ヲ

食q

乎
無シ
テ

p

益
而
有リp

害
智ハ

者
不p

為サ

矣
此レ

挙テp

世ヲ

習
行テ

而
不p

覚w

其ノ

非ヲq

可p

為w

痛
哭
流
涕シ
テ

長ク

太
息q

者
三
也Ｇ
。

と
記
す
の
み
で
あ
る
。
主
題
は
等
し
い
が
内
容
に
合
致
は
認
め
難
い
。
一
ノ

七
は
以
下
の
通
り
続
く
。

寒か
ん

山ざ
ん

子し

の
い
は
く
、

昨き
の
ふ日
方ま
さ
に

設
ま
う
け
て

p

斉さ
い
を、
今こ
ん

朝て
う

宰こ
ろ
す

w

六ろ
く

畜ち
く
を

a

一ひ
と

度た
び
は

造つ
く
りw

天て
ん

堂だ
う
をa

百も
ゝ

度た
び
は

造つ
く
るw

地ぢ

獄ご
く
を

qと
い
へ
り
。
仏
を
く
や
う
し
、
僧
を
請し
や
うじ
、
斉と
き

を
つ
と
め
て
、
経
よ
み

な
が
ら
、
い
ま
だ
功く

徳ど
く

一
分
を
も
円え
ん

満ま
ん

せ
ず
し
て
、
は
や
く
又
殺せ
つ

生し
や
うの

罪つ
み

百
分
を
つ
く
る
。
か
く
の
ご
と
く
に
し
て
は
い
か
で
か
亡ま
う

者じ
や

を
利り

益や
く

す
べ
き
。
却か
へ
つて
罪ざ
い

障し
や
うを
増ま

し
、
亡ま
う

者じ
や

の
く
る
し
み
を
そ
ふ
る
も
の
也
。

仏ぶ
つ

事じ

せ
ん
と
て
ま
づ
殺せ
つ

生し
や
うし
て
喰く
ら

は
ゞ
、
福ふ
く

い
ま
だ
修
し
や（
＊
マ
マ
）せ
ざ
る
に
、

ま
づ
罪つ
み

を
つ
く
る
と
い
ふ
も
の
也
。
仏
事
過す
ぎ

た
り
と
て
、
は
や
殺せ
つ

生し
や
うし

て
喰く
ら

は
ゞ
、
善ぜ
ん

い
ま
だ
円ま
ど
かな
ら
ざ
る
に
、
す
な
は
ち
悪
を
く
は
ふ
る
と

い
ふ
も
の
也
。
前
後
の
心
ざ
し
み
だ
り
な
ら
ば
い
か
で
か
そ
の
日
の
功く

徳ど
く

ふ
か
ゝ
ら
ん
や
。

　

こ
の
箇
所
、
や
は
り
『
戒
殺
放
生
』
に
は
認
め
難
い
が
、『
直
指
』
八
一

に
は
、再タ

ビ

問フw

一-

端ヲz

世ノ

之
或ハ

修ス
ル

w

延-

生ノ

功_

徳ヲq

者モ
ノ

。
或ハ

為ナ
スw

度
亡ノ

仏-

事ヲq

者モ
ノ

。
多ク
ハ

未ダp

做ナ
サw

功
果ヲq

之
前サ
キ

。
尽ク

説テ

請ジw

人ノ

扶-

持ヲz

先ヅ

殺シp

生ヲ

弁ヘ
テ

p

酒ヲ

以テ

待チp

衆ヲ

。
後チ

至テw

功
果
未o

了ヲ

。
妄リ
ニ

称ジ
テ

閉ト
ザ
シ

p

堂ヲ

安ヲ
キp

神ヲ

。
就
ス
ナ
ハ
チ

殺p

生ヲ

置ヲ
キ
テ

p

酒ヲ

以テ

開ク
コ
ト

t

筵ヲ

。
何イ_

如カ
ン

。
答テ

曰ク

。
此_

等ラ
ノ

愚-

夫
。
可シp

悲ム

可シp

痛ム

。
譬バ

如シw

有テp

人

以テp

血ヲ

汚ス
ガ

o

身ヲ

還テ

将モ
ツ
テ

p

血ヲ

洗
ア
ラ
ハ
ン
ニ

能ク

得ン
ヤ

p

浄キ
コ
ト
ヲ

乎
。
此_

等ラ
ノ

因-

果
不ズp

知ラe

反テ

加ル
コ
ト
ヲ

w

存
亡ノ

罪
苦ヲz

故ニ

寒
山
拾
得ノ

云ク

。
昨-

日
方サ
ニ

設ケ
テ

p

斎ヲ

。
今-

朝
宰コ
ロ
ス

w

六-

畜ヲz

一-

度ハ

造リw

天-

堂ニ（
＊
マ
マ
）

q

百-

度ハ

造ル
ト

w

地
獄ヲz

嗚ア_

呼〳
〵

。
持
斎ノ

功
徳
未ダp

満タw

一-

分ヲz

而
殺-

生ノ

之
罪
已ス
デ
ニ

具スw

百-

分ヲq

矣
。
如キp

此ノ

者モ
ノ

焉ゾ

得ンi

利-w

益シ
テ

存

亡ヲq
陰
超
陽
恭ヲn

若シ

修セ
バ

w

功
果ヲz

酒
尚ナ
ヲ

不ズp

応ラw

飲
破スz

况ヤ

殺シp

生ヲ

食フ
ヲ
ヤ

p

肉ヲ

乎
。

と
記
す
。
傍
線
を
付
し
た
「
寒
山
拾
得
」
の
引
用
な
ど
か
ら
、
了
意
が
『
直

指
』
を
踏
ま
え
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
し
か
も
、『
直
指
』
の
引
用
は
、
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以
下
、「
金
光
明
経
の
因
果
に
…
…
」（『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
一
ノ
九
の
典

拠
箇
所
）
へ
と
続
く
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
利
用
の
手
法
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
は
主
題

こ
そ
袾
宏
の
『
戒
殺
放
生
』
を
踏
ま
え
て
は
い
る
が
、
本
文
自
体
は
『
直
指
』

を
ベ
ー
ス
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
と
見
做
せ
、『
廸
吉
録
』
利
用
と
は
明
ら
か

に
そ
の
趣
旨
が
異
な
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
説
話
利
用
に
留
ま
ら
な
い

『
直
指
』
の
利
用
は
本
書
の
大
半
に
及
ぶ
。
例
え
ば
、
確
実
な
典
拠
を
先
行

研
究
に
認
め
得
な
いＨ
一
ノ
一
「
戒
殺
の
事
」
で
あ
る
。
次
に
本
文
を
引
く
。

五
常じ
や
うの
理
に
背そ
む
くと
い
ふ
は
、
他た

の
身み

を
こ
ろ
し
て
わ
が
口
に
味あ
ぢ
はひ
、
腹は
ら

に
満み
て

て
た
の
し
み
と
す
る
は
不ふ

仁じ
ん

た
り
。
他た

の
眷け
ん

属ぞ
く

を
引
わ
け
て
、
わ

が
妻さ
い

子し

に
喰く
ら
はし
む
る
は
不ふ

義ぎ

也
。
他
の
肉に
く

を
調て
う

宰さ
い

し
て
、
神
に
ま
つ
り

い
の
り
を
な
す
は
不ぶ

礼れ
い

也
。
そ
の
道
に
あ
ら
ざ
る
事
を
わ
き
ま
へ
ず
、

妄み
だ
りに
殺こ
ろ
す
は
不ふ

智ち

也
。
謀
は
か
り
ご
とを
ま
う
け
、
餌え
ば

を
か
う
ば
し
く
し
て
、
魚
鳥

を
た
ぶ
ろ
か
し
と
る
は
不ふ

信し
ん

也
。
を
よ
そ
五
常じ
や
うの
道
を
失う
し
なは
ゞ
、
是
誠

に
人
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
。

　

こ
の
箇
所
は
直
接
的
に
は
『
直
指
』
二
六
「
東
坡
学
士
飲
食
説
」
に
依
る

と
考
え
ら
れ
る
。

凡ソ

食フp

肉ヲ

者ノ
ハ。
皆ナ

犯スw

五-

常ヲz

屠ホ
フ
リ-w

戮
コ
ロ
シ
テ

他ノ_

身ヲq

肥-w

甘ス
ル
コ
ト

自-

己ヲz
為タ
リw

不-

仁q

也
。
離レ
テ

w

他ノ

眷-

属ヲq

延ヒ
キ
ユ

w

我ガ

親-

朋ヲz

為タ
リw

不-

義q

也
。
将モ
ツ
テ

w

他ノ

肉-

体ヲz

供-w

献ス

神-

人ニz

為タ
リw

不-

礼q

也
。
称シ
テ

言イ
ツ
テp

食ム
ト

p

録ヲ

当ニ

受クw

刀-

砧ヲz

為タ
リw

不-

智q

也
。
設ケp

餌ヱ
バ
ヲ

粧ヒp

謀ゴ
ト
ヲ。
引-w

入ル
ヽ

陥-

穽ニz

為タ
リw

不-

信q

也
。

噫ア
ヽ

。
人
居ヰ
テw

塵-

世ニz

全ク

藉カ
ツ
テ

w

五-

常ノ

知ヲq

故ラ
ニ

_

犯ス
ハ。
不ズp

足ラp

為ス
ル
ニ

p

人
。

　

ま
た
、『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
に
経
典
を
引
く
場
合
は
や
は
り
そ
の

殆
ど
が
『
直
指
』
に
依
拠
す
る
。
二
ノ
二
「
殺
さ
る
ゝ
も
過
去
の
業
と
い
ふ

問
答
の
事
」
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

す
べ
て
因い
ん

果ぐ
わ

の
理り

は
兎う

の
毫け

ば
か
り
も
ま
ぬ
が
れ
ず
。
善
に
は
善
の
む

く
ひ
あ
り
。
悪
に
は
悪
の
む
く
ひ
あ
り
。
必か
な
らず
む
く
ふ
事
な
し
と
い
ふ

事
な
か
れ
。
只
を
そ
き
と
は
や
き
と
に
あ
り
。
つ
ゐ
に
む
く
ひ
の
来
ら

ず
と
い
ふ
事
な
し
。
因い

ん

果ぐ
わ

録ろ
く

に
い
は
く
、

た
と
ひ
百
千
劫ご
う

に
も
作な
す

所と
こ
ろの
業ご
う

は
ほ
ろ
び
ず
。
因い
ん

縁え
ん

あ
ひ
あ
ふ

時
、
果く
わ

報ほ
う

は
却
か
へ
つ
て
み
づ
か
ら
う
く
る
な
り

と
い
へ
り
。
只
目も
く

前ぜ
ん

に
あ
ら
は
れ
ず
と
て
、
む
く
ひ
な
し
と
い
ふ
事
な

か
れ
。

　

こ
れ
を
『
直
指
』
四
七
「
破
不
信
因
果
」
で
見
て
み
る
と
、

不ズ
ヤp

見ミ

宝
鑑ニ

云ク

善ニ

有リw

善
報q

悪ニ

有リw

悪
報q

莫レp

言フ
コ
ト

p

不ズ
トp

報ム
ク
ヒ…
…
因
果
録ニ

云ク

要セ
バ

p

知ン
ト

w

前-

世ノ

因ヲz

今-

生ニ

受ル_

者ノ

是コ
レ
ナ
リ。
要セ
バ

p

知ン
ト

w

後-

世ノ

果ヲz

今-

生ニ

作ナ
ス_

者ノ

是レ
ナ
リ
ト。
又_

云ク

。
仮タ
ト
イ

_

使
百-

千-

劫ニ
モ。
所ノp

作ナ
ス

業
不ズp

亡ホ
ロ
ビ。
因-

縁
会ア
ヒ_

遇ア
フ

時ト
キ

。
果-

報
還テ

自ミ_

受ク

。
…
…
由テp

此ニ

推セ
バ

p

之ヲ

。
三-

教
皆ナ

言イ
フw

此ノ

理ヲz

但タ
ヾ

有ルw

遅
速q

耳ノ
ミ

。
豈
可ケ
ン
ヤi

以テw

目-

前
未ダp

見
ア
ラ
ハ
レ

果-

報ヲz

而
遂ニ

不ズ
シ
テp

信ゼw

因-

果ヲz

因ツ
テ

以テ

不ルy

信ゼw

浄-

。
（
＊
マ
マ
）土ヲq

乎
。

と
あ
っ
て
、『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
に
引
く
『
因
果
録
』
が
『
直
指
』

に
因
む
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
了
意
は
『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
に
お
い
て
、『
戒
殺

放
生
』
を
単
純
に
和
訳
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
『
直
指
』
を
も
盛
り

込
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
一
部
は
主
題
を

『
戒
殺
放
生
』
に
依
り
な
が
ら
も
、
そ
の
内
容
が
『
直
指
』
を
用
い
る
箇
所

も
見
出
せ
た
。
つ
ま
り
、
本
書
は
単
純
に
「
雲
棲
寺
蓮
池
袾
宏
大
師
の
戒
殺

放
生
の
文
」
を
「
を
ろ
か
な
る
も
の
ゝ
の
た
め
に
是
を
和
語
に
平
し
、
和
字
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に
な
ら
べ
」
た
だ
け
で
は
な
く
、
更
に
『
直
指
』
の
内
容
も
付
加
し
て
『
戒

殺
放
生
』
の
理
解
深
化
に
役
立
て
よ
う
と
試
み
た
一
書
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
機
械
的
に
種
本
を
取
捨
選
択
す
る
だ
け
な
ら
ば
、『
直
指
』
の
利
用

は
そ
の
説
話
に
留
め
れ
ば
良
い
。
し
か
し
、
了
意
は
教
義
に
関
す
る
箇
所
に

つ
い
て
も
本
書
を
用
い
て
い
る
。
明
ら
か
に
、『
戒
殺
放
生
』
の
論
の
補
強

の
た
め
、
も
し
く
は
第
二
の
典
拠
と
見
做
し
て
『
直
指
』
を
用
い
て
い
る
と

思
わ
れ
る
の
だ
。

三　

了
意
と
中
国
浄
土
教
思
想
（
一
）

　
　

─
─
袾
宏
の
利
用
に
注
目
し
て
─
─

　

本
文
を
照
合
し
た
結
果
、『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
は
従
来
言
わ
れ
て

い
た
よ
う
な
、
袾
宏
の
『
戒
殺
放
生
』
を
単
純
に
和
訳
し
、
そ
れ
に
『
廸
吉

録
』
の
よ
う
な
中
国
善
書
の
故
事
を
ま
じ
え
た
一
書
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
宗
本
の
『
直
指
』
を
も
用
い
て
、
当
時
最
先
端
の
大
陸
思
想
で
あ
っ
た

中
国
浄
土
教
を
平
易
に
弘
め
る
た
め
の
啓
蒙
的
著
述
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
次
に
了
意
と
、『
戒
殺
放
生
』
の
著
者
で
あ
る
袾
宏
を

初
め
と
す
る
明
代
を
中
心
と
し
た
中
国
浄
土
教
思
想
と
の
関
係
を
、
了
意
の

仏
書
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
袾
宏
に
つ
い
て
、
西
村
玲
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

明
末
の
高
僧
で
あ
っ
た
雲
棲
袾
宏
（
一
五
三
五
～
一
六
一
五
）
は
、
十

七
世
紀
以
後
の
中
国
仏
教
が
庶
民
化
し
て
い
っ
た
思
想
的
原
点
の
一
人

と
さ
れ
る
。
…
…
袾
宏
は
、
念
仏
と
戒
律
と
禅
を
融
合
し
た
温
和
な
宗

風
に
よ
っ
て
広
い
支
持
を
得
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
中
国
社
会
で
広
く

尊
敬
さ
れ
て
い
る
。
十
七
世
紀
以
後
の
東
ア
ジ
ア
思
想
史
の
特
徴
は
、

三
教
合
一
と
そ
の
民
衆
性
と
さ
れ
る
が
、
袾
宏
は
仏
教
に
お
け
る
そ
の

潮
流
を
生
み
出
し
た
主
要
な
一
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
るＩ
。

　

近
世
期
に
お
け
る
袾
宏
教
学
の
受
容
に
関
す
る
研
究
は
、
西
村
氏
に
よ
る

そ
れ
を
起
点
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
袾
宏
の
著
述
の

本
朝
に
お
け
る
享
受
状
況
に
関
し
て
、
西
村
氏
は
、

袾
宏
の
和
刻
本
は
、
す
べ
て
第
二
期
（
一
六
〇
〇
年＊
引
用
者
註

代
後
期
）
の
十
七
世

紀
後
半
、
隠
元
渡
来
以
後
に
出
版
さ
れ
る
。『
自
知
録
』
と
『
戒
殺
放

生
文
』
の
二
書
が
、
近
世
を
通
じ
て
多
く
の
関
連
書
の
出
版
を
生
ん
で

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
近
世
戒
律
運
動
の
中
心
人
物

で
あ
っ
た
浄
土
宗
捨
世
僧
の
忍
徴
（
一
六
四
五
～
一
七
一
一
）
と
真
言
律

僧
の
諦
忍
（
一
七
〇
五
～
一
七
八
六
）
が
、
袾
宏
本
の
出
版
流
布
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
で
あ
るＪ
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
袾
宏
著
述
の
和
刻
本
刊
行
が
黄
檗
宗
伝
来
を
契
機
と

す
る
と
の
謂
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
に
行
っ
た
調
査
の
限
り
、
こ
れ
は
事

実
と
異
な
る
。
隠
元
隆
琦
来
日
以
前
か
ら
既
に
袾
宏
著
述
の
和
刻
本
の
刊
行

は
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
。

　

そ
の
第
一
が
、
袾
宏
に
よ
る
「
阿
弥
陀
経
」
注
釈
・『
阿
弥
陀
経
疏
鈔
』（
以

下
、『
疏
鈔
』）
で
あ
る
。
該
書
は
田
原
仁
左
衛
門
か
ら
、
少
な
く
と
も
正
保

三
（
一
六
四
六
）
年
に
は
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。『
疏
鈔
』
は
最
新
の

「
阿
弥
陀
経
」
注
釈
と
し
て
当
時
の
宗
学
に
い
ち
早
く
享
受
さ
れ
た
と
思
し

く
、
了
意
の
仏
書
に
も
そ
の
活
用
が
見
い
だ
せ
た
。
寛
文
八
年
に
刊
行
さ
れ

た
『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』
に
は
随
所
に
袾
宏
の
『
疏
鈔
』
の
利
用
が
確
認
で
き

る
。
例
え
ば
、
巻
之
五
ノ
二
「
大
多
少
三
義
」
で
あ
る
。
左
に
本
文
を
引
く
。
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大
ト
ハ

　
　

小
乗
ニ

依
テ

三
義
ヲ

成
ス

。
所p

謂ハ

、
大
多
勝
ノ

義
ナ
リ
。
天
王
・
大
人ジ
ン

ミ
ナ
共
ニ

恭
敬
ス

。
小
徳
ニ

非
ザ
ル
ガ

　
　
　

故
ニ

大
ト

名
ク

。
内
外
両
典
ニ

於
テ

博ヒ
ロ
ク

学
ビ

、
深
ク

通
ジ
テ

　
　

寡ク
ワ

少セ
ウ
ノ

見
解
ニ

非
ザ
ル
ガ

　
　
　

故
ニ

多
ト

名
ク

。
九
十
六
種
ノ
外
道
ノ

上
ニ

超
出
シ
テ

　
　

卑ヒ

劣レ
ツ

ノ
器
ニ

非
ザ
ル
ガ

　
　
　

故
ニ

勝
ト
名
ク

。
亦
、
大
乗
ニ

依
ラ
バ

　
　

最
極
利

根
ノ
智
ナ
ル
ガ
故
ニ

大
ト

名
ケ

、
無
学
道
果
ノ
位
ニ

至
ル
ガ

　
　

故
ニ

大
ト

名
ケ

、
遂
ニ

大
菩
提
ヲ

証
ス
ル
ガ

　
　
　

故
ニ

大
ト

名
ク

仏
地
論

ノ　

意

。Ｋ

　

こ
れ
は
『
疏
鈔
』
巻
第
二
に
、

大
多
勝ト
ハ

者
天-

王
大-
人
所ロw

共ニ

敬
仰ス
ル

q

非ズw

小-

徳　
　
〔
一
〕

也
名クp

大ト

内-

典

外-

籍
無シp

不ト
云
コ
ト

w

博ク

通ゼq

非ズw
寡ク
ワ

解ニq
也
名クp

多ト

超-w

出ス

九
十
六
種ノ

之
上ニq

非ズw

劣
器ニq

也
名クp

勝ト

皆ナ

小-

乗ノ

中ノ

極ナ
リ

也
仏-

地ノ

三
義ト
ハ

者
一ニ
ハ

最
極
利
根ノ

波
羅

密
多
種
性
故ニ

名テ

為スp

大ト

二ニ
ハ

皆ナ

得ウw
無
学ノ

果
位ヲq

故ニ

名テ

為スp

大ト

三ニ
ハ

皆ナ

得ヱ
テw

小

果ヲq

已ニ

趨クw

大
菩
提ニq

故ニ

名テ

為
ス
ル
ト
キ
ハ

p

大ト

則
通ズw
大
乗ノ

言ロq

也Ｌ

と
あ
る
の
に
依
る
。
更
に
同
巻
之
十
五
「
千
二
百
五
十
人
之
員
数
」
で
も
、

や
は
り
『
疏
鈔
』
を
用
い
て
い
る
。

例
セ
バ
孔
子
門-

人
賢
達
ノ
士
、
既w

三
千
ア
リ
。
而
レ
ド
モ

　
　
　

独
リ

七
十
子
ヲ

列ツ
ラ
ネ

標ヒ
ヨ
ウス
ル
コ
ト
ハ
、
孔
子
久
シ
ク

　
　

泗シ

濱
ニ

ア
リ
。
陳チ
ン
ニ

如ユ
キ

、
蔡
ニ

之ユ
キ

テ
、
或

ハ

匡
人ヒ
ト

ノ
為
メ
ニ

　
　

拘ト
ラ
ヘ
ラ
レ
テ

　
　
　

楊ヤ
ウ

虎コ

ナ
リ
ト
云
フ
テ

　
　

討ウ
タ
ント
シ
、
或
ハ

宋
ニ

適ユ
キ
テ

司シ

馬バ

桓ク
ワ
ン

魋タ
イ
ニ

圍カ
コ
マ
レ
テ

　
　

殺
サ

レ
ン
ト
ス
。
亦
ハ

七
日
糧カ
テ
ヲ

絶タ
チ
テ

飢
ニ

臨ノ
ゾ
ミ

、
亦
甚
ハ
ダ

　
　

困タ
シ
ナ
メラ
レ
シ
時
ニ

尚
ヲ

此
ノ

七
十
子
ハ

常
ニ

随
ガ
フ
テ

　
　
　

離
レ

ザ
ル
ヲ
以
テ

也
。
又
、

其
ノ

中
ニ

各〳〵
一
徳
ヲ

挙ア
ゲ
テ

十
哲テ
ツ
ヲ

立
ル

。
猶_

是
レ

仏
弟
子
ノ

中
カ

万
徳
相
応
ノ

羅
漢
、
特コ
ト

ニ
一
徳
ヲ

表
シ
テ
十
大
弟
子
ヲ

挙
ル
ガ

　
　

ゴ
ト
シ
。

　

こ
の
箇
所
で
了
意
が
孔
子
を
出
し
た
の
は
、『
疏
鈔
』
に
次
の
通
り
記
す

か
ら
で
あ
る
。

如キw

仲
尼ノ

之
門ノq

賢
達ノ

之
士
蓋
三
千ア
リ

焉
而レ
ド
モ

独リ

挙ル
コ
ト
ハ

w

七
十
子ヲq

者
以ノi

久ク

在リw

泗
濱ニq

相-w

依テ

陳
蔡ニq

亦タ

常ニ_

随フ
ヲ

y

故ヘ
ニ

　

こ
の
よ
う
に
、
執
筆
に
用
い
た
種
本
に
お
け
る
単
語
か
ら
連
想
し
て
、
故

事
や
説
話
を
具
体
的
に
記
す
手
法
は
了
意
の
仏
書
に
お
い
て
は
特
に
常
套
と

考
え
ら
れ
る
。『
疏
鈔
』
の
利
用
に
あ
た
っ
て
も
、
文
章
を
全
く
そ
の
ま
ま

用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
部
分
部
分
を
補
完
し
て
よ
り
詳
細
に
記
述
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
巻
之
十
六
ノ
二
「
難
沮
仏
阻
字
之
弁
」
な
ど
に
「
袾
宏
」
と
明
記

す
る
箇
所
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
利
用
か
ら
鑑
み
て
、『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』

で
は
『
疏
鈔
』
が
他
の
「
阿
弥
陀
経
」
漢
籍
注
釈
同
様
、
重
宝
さ
れ
た
と
見

做
せ
る
の
で
は
な
い
か
。『
疏
鈔
』
の
注
釈
は
寛
文
五
年
に
浄
土
宗
西
山
派

の
教
道
が
『
阿
弥
陀
経
疏
鈔
管
解
』
を
、
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
に
浄
土

真
宗
仏
光
寺
派
の
玄
貞
が
『
鼇
頭
阿
弥
陀
経
疏
鈔
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
学
僧
ら
に
よ
る
注
釈
の
展
開
は
、
本
書
が
如
何
に
当
該
宗
派
に
泥
ん
で

い
た
か
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
か
ら
、『
疏
鈔
』
は
最
新
の
「
阿
弥
陀
経
」
注
釈
と
し
て
早
い
段
階

か
ら
本
朝
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
と
言
え
、
了
意
も
ま
た
早
く
か
ら
こ
れ

を
享
受
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
浄
土
宗
の
教
道
が
先
ん
じ
て
寛

文
五
年
に
注
釈
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
了
意
が
浄
土
宗
所
依
文
献
を

介
在
さ
せ
て
『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』
に
『
疏
鈔
』
を
用
い
た
可
能
性
も
指
摘
し

得
る
が
、『
阿
弥
陀
経
疏
鈔
管
解
』
と
『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』
に
お
け
る
『
疏
鈔
』

利
用
の
間
に
教
学
的
な
共
通
項
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
了
意
は

浄
土
宗
教
学
と
は
別
の
経
路
を
辿
っ
て
『
疏
鈔
』
の
摂
取
を
行
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

真
宗
に
お
い
て
は
、
本
願
寺
派
で
は
あ
る
が
、
飯
島
憲
彬
が
西
本
願
寺
二
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代
能
化
・
知
空
（
一
六
三
四
─
一
七
一
八
）
の
『
浄
土
和
讃
首
書
』（
寛
文
元
年
刊
）

に
『
疏
鈔
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
るＭ
。
少
な
く
と
も
西

本
願
寺
で
は
万
治
年
間
に
学
寮
─
─
当
時
既
に
公
的
な
学
寮
は
幕
府
に
よ
っ

て
棄
却
さ
れ
て
い
た
た
め
、
仮
黌
で
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が

─
─
に
お
い
て
『
疏
鈔
』
を
用
い
た
宗
学
の
講
義
が
あ
っ
た
と
推
察
し
う
る
。

　

更
に
、『
疏
鈔
』
同
様
、
隠
元
隆
琦
来
日
以
前
に
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
た

例
と
し
て
、『
往
生
集
』
を
指
摘
で
き
る
。
本
書
は
西
村
又
左
衛
門
か
ら
承

応
元
（
一
六
五
二
）
年
に
板
行
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
了
意
は
本

書
に
つ
い
て
『
往
生
拾
因
直
談
』（
初
印
本
刊
年
不
明
）
巻
之
五
ノ
八
に
て
直

接
的
な
言
及
を
行
っ
て
い
る
。

…
…
経
論
ノ
中
カ

往
古
ノ
往
生
人
ハ

散
在
シ
テ
許
多
ナ
リ
。
伝
記
ノ
中

カ

、
四-

朝
ノ
僧
伝
及
ビ

天
竺ノ

往
生
記
、
迦
才ノ

の
浄
土
論
、
瑞
応
伝
、
優

曇
宝
鑑
、
并ニ

袾
宏
ノ
往
生
集
等
ナ
リＮ
。

　
『
往
生
集
』
へ
の
言
及
は
『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』
で
も
巻
之
十
一
ノ
十
四
に

「
而
レ

ド
モ
鴝
鵒
八
々
児
ノ
念
仏
シ
テ
浄
土
ニ

生
レ
シ

　
　

事
ハ

往
生
集
・
善
人
詠
ニ

見
エ

タ
リ
」
と
あ
っ
て
、『
阿
弥
陀
経
疏
鈔
』
同
様
『
往
生
集
』
も
袾
宏
の
著
述

と
し
て
既
に
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

袾
宏
の
著
述
は
他
に
も
『
新
刻
浄
土
或
問
』・『
竹
窓
随
筆Ｏ
』・『
浄
土
疑
弁
』

が
承
応
二
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
隠
元
隆
琦
来
日
以
前
に
少
な
く
と
も
五

書
の
和
刻
本
刊
行
が
明
ら
か
で
あ
り
、
袾
宏
の
著
述
伝
播
を
即
座
に
隠
元
来

日
と
結
び
つ
け
る
の
は
困
難
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
の
だ
。

四　

了
意
と
中
国
浄
土
教
思
想
（
二
）

　
　

─
─
袾
宏
以
前
の
諸
文
献
に
注
目
し
て
─
─

　

黄
檗
宗
伝
来
以
前
に
既
に
袾
宏
著
述
の
和
刻
本
が
流
布
し
て
い
た
事
実
に

関
連
し
て
、
袾
宏
が
登
場
す
る
よ
り
前
の
明
代
、
更
に
遡
っ
て
元
代
に
お
け

る
中
国
浄
土
教
思
想
に
関
す
る
諸
文
献
に
注
目
し
た
い
。
前
に
引
用
し
た

『
往
生
拾
因
直
談
』
の
記
述
に
は
『
往
生
集
』
以
外
に
注
目
す
べ
き
物
と
し

て
、『
優
曇
宝
鑑
』
を
挙
げ
て
い
る
。『
優
曇
宝
鑑
』
と
は
何
か
と
い
う
と
、

こ
れ
は
元
代
・
普
度
編
述
『
廬
山
蓮
宗
宝
鑑
』（
一
三
〇
五
年
成
立
。
以
下
『
宝

鑑
』）
を
言
う
。
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
了
意
の
『
大
原
談

義
聞
書
抄
句
解
』（
以
下
、『
句
解
』）
で
は
こ
の
『
宝
鑑
』
を
典
拠
に
用
い
て

い
る
と
思
わ
れ
る
記
事
を
見
出
し
得
た
。

　
『
句
解
』
巻
之
一
ノ
四
「
先
哲
口
訣
之
弁
」
で
、

茲
ヲ
以
テ
因
ニ
果-

海
ヲ
該カ
ネ

テ
凡-

聖
不-

離
果
ニ
因
源
ニ
徹
シ
テ
機
法

一
体
ナ
リ
。
鏡
キ
ヤ
ウ

像ザ
ウ

声セ
イ

響カ
ウ

自-

然
ニ
シ
テ
随
ガ
フ
。
世
尊
、
此
故
ニ
浄
業

ノ
因
ヲ
説
キ
、
勢
至
、
此_

故
ニ
円
通
ノ
証
ヲ
示
ス
。
彼ノ

聞
思-

修
ヨ
リ

シ
テ
此
ノ
三サ
ン-

摩マ-

地
ニ
登
リ
、
方マ
サ

ニ
信-

行-

願
ニ
由
テ
直
チ
ニ
法-

界

門
ニ
入
ル
。
…
…
豈
ニ

不ヤp

云
ン

、
一-

乗
ノ

極
唱
ハ

終-

帰
獲p

至ル
コ
ト
ヲ

w

於
楽

邦ニa

万-

行
ノ

円-

修
ハ

最
勝
独
リ

称スw

宝-

号ヲz

重
罪
廓
ク
ワ
ク-

爾
ジ
ト
シ
テ

煙
ケ
フ
リ
ノ

銷如
ト
シ、

遐-

方
倐-

如
ト
シ
テ

羽
ハ
ノ
如
ニ

化ス
ト。
浄
穢
・
巻け
ん-

舒じ
よ

、
同
ク
毫ガ
ウ-

端タ
ン

ニ
在
リ
。
包ハ
ウ-

融ユ
ウ

細サ
イ-

巨コ

、
共
ニ
実-

際
ニ
帰
シ
、
生-

仏
交カ
ウ-

恭タ
イ

シ
、
彼-

此
冥
ニ

通
ズ

。
事-

理
無-
礙
性-

相
混コ
ン-

和ク
ワ

スＰ
。

と
あ
る
の
は
、『
宝
鑑
』
巻
第
一
ノ
一
「
念
仏
正
因
説
」
に
、

因
ニ

該ネw
果-
海ヲa

果
ニ

徹スw

因-

源ニz

形
直シ
テ

無クp

不コ
ト

w

影
端ラa

声
和ス
レ
バ

自-

然
ニ
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響_

順
ノ

勢
至
ハ

示シw

証
円
通
之
要ヲa

世
尊
ハ

説w

修
浄-

業
之
因z

従リw

聞
思

修ニa

登w

三-

摩
地ニz

憑テw

信
行
願ニq

入ルw

法
界
門ニz

…
…
一
乗
極
唱
終-

帰

獲p
至w

於
楽-

邦a

万-

行
円-

修
最-

勝
独
リ

称レ
バ

w

於
宝
号z

八
十
億
刧
ノ

之
重-
罪
廓-

爾ト
シ
テ

煙ノ
如
ニ

_

消
シ

、
十
万
億
刹
ノ

之
遐-

方
倐-

如ト
シ
テ

羽ノ
如
ニ

化
想-

念

専-

注
、
即シ
テ

w
観
心ニq

而
見p

仏-

身
ヲ

、
心-

境
交-

恭
即シ
テ

w

因-

門q

而
成スw

勝-

果ヲz

十
方
浄
穢
、
巻-

舒
同
ク

在w

於
毫-

端z

一-

性
包-w

融
浩-

慱a

該-w

羅
ス

於
法-

界ヲz
是
則
諸-

仏
ト

与w

衆-

生q

交〳〵
徹
シ

、
浄-

土
ト

与w

穢
土q

冥
ニ

通
ズ

。
彼-

此
互
ニ

収
テ

事-
理
無-

礙ナ
リ。
Ｑ

と
あ
る
の
と
影
響
関
係
を
見
出
せ
よ
う
。
更
に
、『
句
解
』
同
段
で
、

此
ノ
本
願
ニ
帰
ス
ル
者
ノ
ハ
会ヱ
ト

不
会
ト
ヲ

　
　

問
コ
ト
莫
レ
。
唯_

這コ
ノ

六
字
ノ

宝ホ
ウ-

号ガ
ウ

ヲ
執シ
フ-

持ヂ

シ
、
堅
固
誠-

信
シ
テ
物
ノ
為
ニ
傾ケ
イ-

敗ハ
イ

セ
ラ
レ
ズ
。
一-

座
ノ
蘇ソ-

迷メ
イ-

廬ロ

山セ
ン

ニ
靠カ
ウ-

着ヂ
ヤ
クス
ル
ガ
如
ク
相ヒ_
似
タ
リ
。
揺エ
ウ

憾カ
ン

ス
レ
ド
モ

動
ゼ
ズ
。
専-

一
憶-

念
相-

続
不-

断
ニ
シ
テ
朝
ア
サ
ナ_
々〳
〵

暮ユ
フ
ナ

_

々
心-

念
乃
シ

仏
ヲ
離
レ
ズ
。
士シ-

農ノ
ウ-

工コ
ウ-

商シ
ヤ
ウ、
敢ア
エ

テ
其
ノ
妨
ゲ_
無
ク
治-

生
産-

業
更

ニ
其
ノ
克ヨ
ク_

勤
メ
テ
綿メ
ン-

々
ト
シ
テ
密ミ
ツ-

々
タ
リ
。
縦
ヒ
苦ク-
楽ラ
ク

逆ギ
ヤ
ク

-

順ジ
ユ
ンノ

境
現
前
ス
ル
ニ
、
遇
ト
雖
ド
モ
変ヘ
ン-

異イ

ノ
想_

無
ク
、
雑ザ
フ-

乱ラ
ン

退タ
イ-
惰ダ

セ
ズ
。

決
定
シ
テ
信
念
ヲ
喪サ
ウ-

亡ボ
ウ

セ
ザ
レ
。果
シ
テ
能
ク
如クp

是
ノ

ナ
ル
則
ン
バ
、

塵ヂ
ン-

労ラ
ウ

習シ
フ-

漏ロ

ハ
自-

然
ニ

浄-

尽
シ
テ
餘_

無
ク
、
恒-

沙
ノ
功
徳
ハ
荏ニ
ン

苒ゼ
ン

ト
シ
テ
成-

満
ス
ル
ニ
由ヨ
シ_

有
リ
。

と
記
す
の
は
、『
宝
鑑
』
巻
第
六
ノ
二
「
修
進
工
夫
」
と
し
て
、

莫レp

問コ
ト

i

会
ト

与w

不
会q

見
性
不
見
性ヲn

但
唯
執-w

持
シ

一
句
ノ

南
無
阿
弥
陀

仏ヲa

如クp

靠-w

着ル
ガ

一-

座
須-

弥
山ニa

相-w

似テ

揺-

憾ス
レ
ド
モ

不ル
ニ

p

動セq

専ト
シ

w

其
心ヲa

一ニ
シ

w

其
意ヲa

或
ハ

参-

念
シ

観-

念
シ

憶-

念
シ

十
念
シ

或
ハ

黙-

念
シ

専-

念
シ

繁-

念
シ

礼-

念
シ

念
ヲ
モ
フ
コ
ト

p

茲コ
レ
ヲ

在テp

茲コ
ヽ
ニ

常
ニ

_

憶
シ

常
ニ

_

念
ジ

朝ニ
モ

也マ
タ

念
ジ

暮ニ
モ

也
タ

念
ジ

行ニ
モ

也
タ

念
ジ

坐ス
ル
ニ
モ

也
タ

念
ジ

心
念
不w

空
ク

過z

念
仏
不p

離p

心
ヲ

。
日-

日

時-

時
ニ

不w

要
ズ

放
捨セz

綿
綿
密
密ト
シ
テ

如クe

雞
ノ

抱テp

卵
ヲ

常
ニ

教ル
ガ

w

暖
気
相
接ナ
ラ

q

即
是
レ

浄
念
相_

継
テ

更
ニ

加ス
ル
時
ハ

w

智-

照ヲq

則
知ルw

浄
土
ハ

即
是
レ

自
心トq

此
レ

乃

上-

智
ノ

人
修-

進
工-

夫
如p

此
。
把リw

得
定ヲa

做テw

得
主トz

靠
ヨ
リ
カ
ヽ
ツ
テ

w

得-

穏ニa

縦
イ

遇ト
モ

w

苦
楽
逆
順
ノ

境
界
現
前ス
ル
ニ

a

唯
ダ

是
レ

念テw

阿
弥
陀
仏ヲq

無クw

一
念

変
異
ノ

心a

一
念
退
惰
ノ

心q

無クw

一
念
雑
想
ノ

心a

直
ニ

至マ
デ

p

尽ス
ニ

p

生
ヲ

永
無クw

別
念q

決-

定シ
テ

要
ズ

生ヲq （
＊
マ
マ
）西
方
極
楽
世
界ニa

果シ
テ

能
ク

如p

是
用
功
則
チ

歴-

刧
ノ

無
明
生
死
ノ

業
障
自
然
ニ

消
殞
シ

、
塵
労
習
漏
自
然
ニ

浄
ク

尽キ
テ

無

p

餘
、
親
ク

見ル
ニ

w

弥
陀ヲq

不p

離w

本
念ヲz

功_

成
テ

行-

満
ス

。
願
力
相
資
テ

臨w

命
終
ノ

時ニa

定
テ

生ズw

上
品ニz

其
レ

或
ハ

力
量
未p

充
テ

応（
＊
マ
マ
）

　
ニ

須クw

随p

力
修

習スz

と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、『
直
指
』
四
「
行
脚
求

師
開
示
序
」
に
も
重
複
す
る
箇
所
が
あ
り
、
更
に
こ
ち
ら
は
右
に
引
用
し
た

『
句
解
』
巻
之
一
ノ
四
全
体
と
一
章
段
に
ま
と
め
て
の
合
致
が
特
徴
的
で
あ

る
。『
宝
鑑
』
で
は
巻
第
一
と
巻
第
六
に
分
か
れ
る
が
、『
直
指
』
で
は
一
章

段
の
話
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
直
接
的
に
は
『
直
指
』
を
実
見
し
た
蓋
然

性
も
高
い
が
、「
一
乗
…
…
」
の
孫
引
き
な
ど
、
一
部
に
『
宝
鑑
』
を
実
見

し
て
い
な
け
れ
ば
引
用
し
が
た
い
箇
所
も
あ
る
。
両
書
と
も
に
用
い
て
い
た

と
す
る
と
、
了
意
は
少
な
く
と
も
『
宝
鑑
』
と
『
直
指
』
の
二
書
を
手
元
に

置
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

勿
論
『
直
指
』
自
体
、
了
意
は
彼
の
仏
書
に
も
重
用
し
て
い
た
。
延
宝
二

（
一
六
七
四
）
年
刊
の
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
巻
之
二
十
一
ノ
廿
二
「
産
難
寃

責
之
弁
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

況
ヤ
亦
タ
人-
間
胞-

胎
ノ
所-

生
ニ
於
テ
或
ハ
前-

世
ノ
業
障
ニ
由ヨ

リ
或
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ハ
過
去
ノ
寃-

讎
ニ

由
テ

三
朝
両-

日
ヲ
歴
テ
嬢ハ
ヽ
ト

分-

産
セ
ズ
。
其
ノ
母-

腹
痛-

苦
シ
テ
堪タ
ヘ

難
ク
合
家
徬ハ
ウ

徨
ク
ワ
ウ

憂
懼
シ
テ
百-

計
胆
ヲ
落
シ
多-

方
胸

ヲ
焦
ス
。
或
ハ
横
逆
ノ
産-

難
ニ
臨
ミ
テ
容タ
ヤ
ス
ク易
解-

生
セ
ズ
。
親-

族
手

ヲ
握
リ
足
ヲ
翹
ツ
マ
ダ
テテ
周
章
徊-

迷
ス
。
或
ハ
子
ハ
以
テ
生
ズ
ル
コ
ト
ヲ
得

レ
ド
モ
母
ハ
悶-

絶
シ
或
ハ
母
ハ
命
ヲ
得
ト
雖
ド
モ
児
ハ
即
チ
殂ソ-

殤
シ
ヤ
ウ

ス
。
亦
ハ
子
母
倶
ニ
亡
シ
テ
同
ク
泉
下
ニ

趣
ム
ク
。
皆_

是
殺-

業
寃-

責セ
キ

ノ
重
キ
所-

以
ン

、
是
レ
ヲ

　
　

如
何
ン
ガ

　
　

為セ
ン

。
復
タ
其
ノ
中
ニ
児-

子
ヲ
把ト
ツ

テ
圧エ
ン-

浸シ
ン

シ
忽
チ
ニ

　
　

血-

盆
ニ

淹エ
ン-
棄キ
シ

亦
ハ

鍼-

薬
ヲ

以
テ

残-

害ス

。
闇
中
ヨ
リ
闇-

裏
ニ

倒-

却
セ
シ
ム
。
実
ニ

恐
ル

ベ
ク
憐
レ
ム

　
　

ベ
シ
。
油
ヲ
洒
ソ
ヽ
ギ
テ
火
ヲ
救
ヒ

潮ウ
シ
ホヲ
飲

テ
渇
ヲ

止
メ
ン
ト

　
　
　

為ス
ル
ガ

如
シ
。
寃-
魂
、
寧
ロ

是
ヲ

遺ヰ

忘バ
ウ

セ
ン
ヤ
。
如ノp

是ノ

事
、

触レ
テ

p

目ニ

大
ニ

慚-

恐
ス

。
烏ア
ヽ

乎
、
寿
夭
ハ

皆
ナ

前-

定テ
イ

也
ト

云
フ
ト

　
　

雖
ド
モ

　
　

如イ
マ_

今
故コ
ト

サ
ラ
ニ

殺
ス

者
ノ
ハ

仏
法
ノ

中
ニ

業
有
リ
ト

　
　

説
キ

律
令
ノ

中
ニ
モ

　
　

亦
タ

容イ
レ
ズ

。Ｒ

　

こ
れ
は
『
直
指
』
七
六
「
分
産
解
寃
戒
殺
文
」
に
依
る
。

或ノ

曰ク

。
世ノ

之
分-

産ノ

者モ
ノ

。
有リp

難キp

生レ

乎
。
有リp

易キp
生レ

乎
。
易キp

生レ

者ノ
ハ

則チ

不ズp

問ト
ハ

。
難キp

生レ

者ノ
ハ

多ク
ハ

有リw

殺-

生q

保
ヤ
ス
ン
ジ_

救
ス
ク
ハ
ン
コ
ト。
何イ
カ
ン

_
如
。
答テ

曰ク

。
将
モ
ツ
テ

p

油ヲ

救ス
ク
ヘ
バ

p

火ヲ

其ノ

火ヒ

愈
イ
ヨ
〳
〵

焚ヤ
ク

。
世ノ

之
難キp

生レ

者ノ
ハ。
皆ナ

従リw

殺
業ノ

中ナ
カq
来ル

。
前-

寃ヱ
ン

尚ナ
ヲ

解シ

不ル
ニ

p

徹ヲ
ハ
ラ。
後-

寃
豈ニ

可ン
ヤ

w

復タ_

結ブz

不ズ
ヤp

見ミ

経
懺ニ

云ク

。
宿
ム
カ
シ

無キw
寃
債q

者ノ
ハ。
頃シ
バ
ラ
ク

_

刻
生レ_

下ヲ
チ
テ。
令シ
テ

wi

其ノ

産-

母ヲq

不ズp

覚ヘ

不ラt

知ラ

。
若シ_

是レ

寃
蒙ナ
レ
バ。
三-

朝
両-

日
。
不
ズ
シ
テw

即チ

与トp

嬢ハ
ヽ

分-

解セz

使シ
テ

wi

其ノ

産-

母ノ

腹-

中ヲz

猶ヲ

如ク
ナ
ラu

刀ヲ

割ツ
ヽ
サ
ク
ガ

n

一-

人ノ

痛-

苦
難シp

当タ
リ。
合-

家
驚-

惶
憂
懼ス

。
…
…
又_

問
。
世ノ

之

把ト
ツ
テ

w

児
女ヲq

浸シ
ヅ
メ

死
コ
セ（
＊
マ
マ
）ス

者モ
ノ

如イ
カ
ン

_

何
。
答
。
愚-

人
理-

性
不ズ
シ
テ

p

明ナ
ラ。
造ツ
ク
リ
ヌ

w

此ノ

殺
業ヲz

且ク

人ノ

之
生レ_

来ル

者モ
ノ

。
富
貧
寿
夭
皆ナ

前
サ
キ
ヨ
リ

定
サ
ダ
マ

也レ
リ

。
何ゾ

苦ン
デ

将テw

児

女ヲq

淹
棄セ
ン

w

血-

盆ニz

実ト
ニ

為ス

可シ
ト

痛ム

嗚ア
ヽ

呼
。
寧ロ

可キi

不シ
テ

w

長
生セq

而
自ヲ

死スy

者ノ
ハ。
無ク
ト
モ

p

有ル
コ
ト

w

寃
愆z

若シ

故
コ
ト
サ
ラ

意コ
ヽ
ロ
ア
ツ
テ而
浸シ
ヅ
メ
コ
ロ
ス死
者ノ
ハ。
必-

然ト
シ
テ

受クp

報ヲ

。
諸ノ

仁ナ
ン

者タ
チ

。
若シ

不ン
バ

w

改メp

過ヲ

自ミ_

新ニ
セ

z

作-w

為セ
ン

謀-

殺ノ

之
論ヲz

莫レp

説ク
コ
ト

w

仏-

法ノ

中
ナ
カ
ニ

有リ
ト

o

罪
。
律-

法ノ

中ニ
モ

亦タ

不ズp

容イ
レ

矣
。

　

こ
の
箇
所
は
ま
た
、『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
に
も
利
用
が
認
め
ら
れ

た
。
了
意
が
気
に
入
っ
た
文
献
を
繰
り
返
し
用
い
て
い
た
こ
と
は
先
行
研
究

に
も
よ
く
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
彼
が
『
直
指
』
を
つ

と
に
好
ん
で
用
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
了
意
は
袾
宏
の
著
述
に
つ
い
て
、『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
に

限
ら
な
い
利
用
を
行
い
、
そ
れ
に
泥
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
な
だ
け
で
な

く
、『
直
指
』
の
み
な
ら
ず
『
宝
鑑
』
と
い
っ
た
基
本
的
な
中
国
浄
土
教
の

テ
キ
ス
ト
を
も
あ
る
程
度
読
み
込
み
、
こ
れ
を
活
用
で
き
て
い
た
の
で
あ

る
。
袾
宏
著
述
以
外
の
、
中
国
浄
土
教
文
献
が
寛
文
期
に
享
受
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
教
学
に
限
ら
ず
と
も
、
例
え
ば
『
直
指
』
に
関
し
て
言

え
ば
、
前
述
し
た
如
儡
子
の
『
百
八
町
記
』
だ
け
で
な
く
、
筆
者
不
明
の
仮

名
草
子
『
見
ぬ
京
物
語
』（
万
治
二
年
刊
）
に
も
該
書
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
和
田
恭
幸
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
るＳ
。

　

少
な
く
と
も
『
直
指
』
は
当
時
の
知
識
層
の
間
で
相
当
に
泥
ん
で
い
た
は

ず
で
あ
り
─
─
『
百
八
町
記
』
の
成
立
は
、
隠
元
来
日
翌
年
と
、
か
な
り
時

期
が
近
接
し
て
い
る
─
─
寧
ろ
こ
の
よ
う
な
明
代
を
中
心
と
し
た
、
中
国
浄

土
教
思
想
理
解
の
肥
沃
な
土
壌
が
既
に
本
朝
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
黄
檗
宗
伝

来
以
降
の
爆
発
的
な
受
容
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に

　

以
上
、『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
の
典
拠
と
し
て
の
『
帰
元
直
指
集
』
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利
用
と
、
了
意
と
中
国
浄
土
教
思
想
と
の
関
係
を
確
認
し
、
了
意
の
み
な
ら

ず
、
少
な
く
と
も
寛
文
期
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
僧
侶
を
初
め
と
す
る
知
識

層
に
中
国
浄
土
教
思
想
の
土
壌
が
あ
っ
た
こ
と
が
袾
宏
教
学
の
爆
発
的
流
行

に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
を
も
示
唆
し
た
。

　

本
稿
で
は
特
に
了
意
の
著
述
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
を
行
っ
た
。
勿
論
、

中
国
浄
土
教
思
想
の
享
受
は
こ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。
先
行
研
究
で
は
浄
土
宗

僧
侶
と
黄
檗
宗
僧
侶
と
の
直
接
的
交
流
や
、
戒
律
復
興
と
の
関
係
が
、
特
に

元
禄
期
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
るＴ
。
ま
た
、
勝
又
基
氏
は
日
蓮
宗
僧
・
深

草
元
政
（
一
六
二
三
─
一
六
六
八
）
と
浄
土
教
思
想
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い

るＵ
。
僧
侶
以
外
で
も
、
前
述
の
如
儡
子
な
ど
、
知
識
層
の
間
で
本
思
想
は
受

容
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
い
っ
そ
う
平
易
な
、
民
衆
教
化
に
ま
で
即
し
た

そ
れ
に
つ
い
て
は
言
及
が
乏
し
い
の
が
現
状
で
は
な
い
か
。
了
意
が
『
戒
殺

物
語
・
放
生
物
語
』
で
成
し
遂
げ
よ
う
と
し
た
「
を
ろ
か
な
る
も
の
（
庶
民
）」

の
た
め
に
「
和
語
に
平
し
、
和
字
に
な
ら
べ
」
た
上
で
の
浄
土
教
思
想
を
踏

ま
え
た
教
化
と
い
う
の
は
、
隠
元
隆
琦
が
承
応
三
年
に
来
日
し
、
寛
文
元
年

に
京
都
宇
治
に
萬
福
寺
を
建
立
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
頗
る
斬
新
な
試

み
で
あ
っ
た
と
見
做
せ
な
い
か
。

　

寛
文
八
年
頃
出
家
得
度
し
、
延
宝
初
め
に
東
本
願
寺
へ
帰
参
し
た
了
意
は

そ
れ
以
降
も
浄
土
教
思
想
を
踏
ま
え
た
著
述
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
更
に
、

真
宗
の
仏
書
に
視
野
を
広
げ
て
み
る
と
、
興
味
深
い
事
実
と
し
て
、
貞
享
頃

か
ら
現
れ
始
め
る
〈
勧
化
〉
を
そ
の
書
名
に
冠
し
た
、
所
謂
〈
勧
化
本
〉
の

中
に
も
袾
宏
を
筆
頭
に
、
中
国
浄
土
教
文
献
が
見
い
だ
せ
る
。
こ
れ
ら
勧
化

本
は
民
衆
教
化
と
直
接
的
に
関
係
を
持
つ
テ
キ
ス
ト
と
考
え
ら
れＶ
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
今
回
の
典
拠
調
査
で
は
特
に
『
直
指
』
を
指
摘
し
た
が
、
表
に
挙

げ
た
よ
う
に
三
ノ
六
、
四
ノ
四
な
ら
び
に
十
四
は
い
ず
れ
も
『
太
平
広
記
』

に
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
該
書
は
了
意
の
他
の
仮
名
草
子
や

仏
書
に
認
め
ら
れ
る
書
名
で
あ
る
か
ら
、
典
拠
と
し
て
問
題
な
い
か
と
思

う
。
と
り
わ
け
、
四
ノ
十
四
は
了
意
の
『
新
語
園
』（
天
和
二
年
刊
）
に
も
登

載
さ
れ
て
お
り
、
注
目
し
う
る
調
査
結
果
と
言
え
よ
う
。『
廸
吉
録
』
同
様
、

『
太
平
広
記
』
を
も
重
用
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ

が
、『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
に
も
そ
の
傾
向
を
見
い
だ
せ
た
の
は
興
味

深
い
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
二
ノ
八
、
三
ノ
三
、
四
ノ
九
の
三
話
が
典
拠
不
明

の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
内
、
三
ノ
三
は
著
名
な
仏
教
説
話
（
月
兎
故
事
）
で

あ
る
か
ら
典
拠
は
容
易
に
見
い
だ
せ
る
か
と
考
え
た
が
、
中
々
ど
う
し
て
、

語
彙
レ
ベ
ル
で
合
致
す
る
文
献
が
見
い
だ
せ
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
調

査
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）　

従
来
、
本
書
は
『
戒
殺
放
生
文
仮
名
』、
ま
た
『
戒
殺
放
生
物
語
』
と
呼
ば

れ
て
き
た
が
、
諸
本
の
整
理
が
行
わ
れ
た
結
果
、『
戒
殺
物
語
』・『
放
生
物
語
』

の
二
書
を
合
し
た
も
の
と
現
在
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
便
宜
的
に

『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
と
総
称
す
る
。

（
2
）　
『
仮
名
草
子
集
成
』
第
十
三
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
二
年
）
に
お
け
る

書
誌
解
題
に
依
れ
ば
、
現
存
す
る
寛
文
四
年
刊
本
の
刊
記
が
明
ら
か
な
入
れ
木

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
印
は
こ
れ
よ
り
前
に
刷
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

（
3
）　
『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
の
本
文
は
『
浅
井
了
意
全
集　

仮
名
草
子
編
４
』

（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
に
依
る
。

（
4
）　

小
川
武
彦
「
浅
井
了
意
の
二
著
に
つ
き
て
─
戒
殺
放
生
文
仮
名
と
出
来
斎
京



〔　　〕82

土
産
─
」、『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
第
八
号
、
早
大
文
学
部
暉
峻
研
究
室
、

一
九
七
五
年
五
月
。

（
5
）　

花
田
富
二
夫
「
近
世
初
期
三
教
思
想
の
一
資
料
『
勧
善
書
』
に
関
し
て

（
２
）」、『
教
養
・
文
化
論
集
』
第
七
巻
第
一
号
、
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
教
養
・
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
三
月
。

（
6
）　

小
川
武
彦
「
浅
井
了
意
『
戒
殺
物
語　

放
生
物
語
』
と
袾
宏
『
戒
殺
放
生

文
』」、『
仮
名
草
子
集
成
』
第
十
四
巻
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
二
年
。

（
7
）　

深
沢
秋
男
「『
百
八
町
記
』
の
諸
本
」、『
近
世
初
期
文
芸
』
三
三
号
、
近
世

初
期
文
芸
研
究
会
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
。

（
8
）　

千
葉
真
也
「『
百
八
町
記
』
の
典
拠
に
つ
い
て
」、『
國
語
國
文
』
五
一
巻
三
号
、

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
、
一
九
八
二
年
三
月
。

（
9
）　

本
書
の
書
名
と
し
て
は
『
帰
元
直
指
』
な
ら
び
に
『
帰
元
直
指
集
』
の
両
方

が
通
用
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
氏
は
書
籍
目
録
の
記
載
を
踏
ま
え
『
帰
元
直
指
』

を
用
い
た
が
、
本
稿
で
は
板
本
の
外
題
に
則
っ
て
『
帰
元
直
指
集
』
を
採
る
。

（
10
）　
『
戒
殺
放
生
』
の
内
、『
放
生
』
の
項
は
章
段
に
分
け
な
い
た
め
、
該
当
箇
所

冒
頭
部
分
の
み
記
す
。

（
11
）　

た
だ
し
、『
法
苑
珠
林
』
巻
第
六
四
に
も
本
話
を
登
載
す
る
。『
太
平
広
記
』

は
出
典
を
『
冥
報
記
』
と
し
、『
法
苑
珠
林
』
は
『
搜
神
記
』
と
す
る
。
了
意

は
ど
ち
ら
の
テ
キ
ス
ト
も
利
用
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
─
─
特
に
『
法
苑
珠

林
』
は
了
意
の
仏
書
に
お
け
る
利
用
の
手
法
か
ら
、
実
見
の
可
能
性
が
か
な
り

高
い
の
で
は
な
い
か
と
類
推
し
う
る
─
─
厳
密
な
判
断
は
難
し
い
が
、
表
で
は

他
の
典
拠
と
の
比
率
も
重
視
し
て
特
に
『
太
平
広
記
』
を
挙
げ
た
。

（
12
）　
『
放
生
物
語
』
四
ノ
五
「
延
寿
禅
師
并
恵
能
大
師
放
生
の
事
」
に
お
け
る
恵

能
大
師
の
故
事
に
つ
い
て
、
小
川
氏
の
指
摘
か
ら
漏
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
『
戒
殺
放
生
文
』
中
に
該
当
箇
所
が
認
め
ら
れ
た
た
め
付
記
す
る
。

（
13
）　

本
話
は
も
と
も
と
『
呂
氏
春
秋
』
に
登
載
さ
れ
て
い
る
。
引
用
が
『
芸
文
類

従
』
巻
第
一
や
『
太
平
御
覧
』
巻
第
七
に
見
い
だ
せ
た
が
、
い
ず
れ
が
典
拠
か

は
断
定
し
が
た
い
。
先
行
研
究
に
了
意
の
『
太
平
御
覧
』
利
用
の
可
能
性
に
関

す
る
指
摘
が
あ
る
。（
花
田
富
二
夫
「『
新
語
園
』
と
類
書
─
了
意
読
了
漢
籍
へ

の
示
唆
─
」、『
近
世
文
芸
』
三
四
号
、
近
世
文
学
会
、
一
九
八
一
年
五
月
）

（
14
）　

天
和
二
年
刊
『
新
語
園
』
巻
九
ノ
三
十
四
に
同
様
の
話
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。

『
新
語
園
』
に
お
け
る
『
太
平
広
記
』
利
用
に
つ
い
て
は
注（
13
）に
挙
げ
た
花

田
氏
論
考
な
ど
参
照
。

（
15
）　
『
直
指
』
の
本
文
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（
二
巻
、
寛
永
二
十
年
刊
、

請
求
記
号　

ワ
三
／
一
五
／
一
～
六
）
に
依
る
。

（
16
）　
『
戒
殺
放
生
』
の
本
文
は
『
仮
名
草
子
集
成
』
第
十
四
巻
（
東
京
堂
出
版
、

一
九
九
二
年
）
に
依
る
。

（
17
）　

小
川
武
彦
氏
は
、「「
戒
殺
の
事
」（
巻
一
ノ
一
）。「
放
生
と
い
ふ
事
」（
巻
三

ノ
三
＊
マ
マ
。
正
し
く
は
巻
三
ノ
一
。）
は
、『
戒
殺
放
生
文
』
の
全
体
の
一
般
論
に
出
典
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
、
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。」
＊
注（
４
）と
の
指
摘
を
す
る
。

（
18
）　

西
村
玲
「
日
本
近
世
に
お
け
る
不
殺
生
思
想
」、『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
六

二
巻
二
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
。

（
19
）　

西
村
玲
「
明
末
の
不
殺
放
生
思
想
の
日
本
受
容
」（
同
『
近
世
仏
教
論
』、
法

蔵
館
、
二
〇
一
八
年
。
初
出
は
『
奥
田
聖
應
先
生
頌
寿
記
念
イ
ン
ド
学
仏
教
学

論
集
』、
佼
成
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）

（
20
）　
『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』
の
本
文
は
『
浅
井
了
意
全
集　

仏
書
編
１
』（
岩
田
書
院
、

二
〇
〇
八
年
）
に
依
る
。
本
書
の
引
用
に
あ
た
り
句
読
点
を
補
っ
た
。

（
21
）　
『
疏
鈔
』
の
本
文
は
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
本
（
四
巻
、
正
保
三
年
刊
、
請

求
記
号　

一
五
七
九
四
／
一
四
六
／
一
八
八
）
の
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
請
求
記
号　

二
一
四
／
三
二
九
／
四
）
に
依
る
。

（
22
）　

飯
島
憲
彬
「
本
願
寺
派
能
化
の
知
空
著
『
浄
土
和
讃
首
書
』
の
引
用
文
献
に

つ
い
て
」、『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
六
〇
巻
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、

二
〇
一
一
年
十
二
月
。

（
23
）　
『
往
生
拾
因
直
談
』
の
本
文
は
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
写
字
台
文
庫
所
蔵
本

（
十
四
巻
、
天
和
二
年
自
序
、
貞
享
三
年
刊
、
請
求
記
号　

二
六
八
．
一
／
一

九
三
─
Ｗ
／
一
～
五
）
に
依
る
。
本
書
は
大
谷
・
京
大
・
大
正
大
に
も
所
蔵
が

確
認
で
き
る
（
い
ず
れ
も
同
板
）
が
、
刊
年
を
附
す
の
は
龍
大
・
写
字
台
文
庫

本
の
み
で
あ
る
。
本
書
の
引
用
に
あ
た
り
句
読
点
を
補
っ
た
。

（
24
）　

西
村
玲
氏
は
前
掲
論
文
＊
注（
19
）に
お
け
る
袾
宏
の
和
刻
本
に
関
す
る
調
査
で
、

本
書
に
つ
い
て
は
和
刻
本
の
刊
行
を
「
黄
檗
隠
元
、
渡
来
の
前
年
」
と
記
し
て
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い
る
も
の
の
、
こ
れ
に
つ
い
て
本
論
中
で
言
及
し
て
い
な
い
。

（
25
）　
『
句
解
』
の
本
文
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
本
（
十
巻
、
貞
享
四
年
刊
、

請
求
記
号　

押
小
路
家
本
／
お
／
五
）
に
依
る
。
本
書
の
引
用
に
あ
た
り
句
読

点
を
補
っ
た
。

（
26
）　
『
宝
鑑
』
の
本
文
は
大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
（
十
巻
、
正
保
四
年
刊
、

請
求
記
号　

一
五
三
二
／
一
一
〇
／
三
）
に
依
る
。

（
27
）　
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
の
本
文
は
『
浅
井
了
意
全
集　

仏
書
編
３
』（
岩
田
書

院
、
二
〇
一
〇
年
）
に
依
る
。
本
書
の
引
用
に
あ
た
り
句
読
点
を
補
っ
た
。

（
28
）　

和
田
恭
幸
「『
見
ぬ
京
物
語
』
─
中
国
怪
異
談
の
出
典
と
そ
の
意
義
」、『
芸

能
文
化
史
』
十
一
号
、
芸
能
文
化
史
研
究
会
、
一
九
九
一
年
十
月
。

（
29
）　

注（
19
）に
依
る
。

（
30
）　

勝
又
基
『
親
孝
行
の
江
戸
文
化
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
。

（
31
）　

例
え
ば
、
妙
音
寺
（
伝
記
未
詳
）
の
『
真
宗
勧
化
要
義
鈔
』（
八
巻
、
元
禄

七
年
刊
）
で
は
俗
文
体
と
言
わ
れ
る
口
語
に
近
い
表
現
が
駆
使
さ
れ
、
更
に
文

中
に
は
「
在
座
の
方
々
」
と
言
っ
た
、
聴
衆
へ
の
語
り
か
け
も
見
い
だ
せ
る
。

こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
が
唱
導
の
場
で
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

※
引
用
文
献
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
活
字
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
了
意
の

著
述
活
動
時
期
に
近
い
板
本
や
漢
籍
に
つ
い
て
は
、
和
刻
本
が
現
存
す
る
場
合
、

そ
ち
ら
を
優
先
し
た
。
引
用
に
あ
た
り
、
一
部
を
除
い
て
旧
字
は
新
字
に
改
め
、

濁
点
を
補
う
。
誤
刻
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
（
＊
マ
マ
）
と
付
記
し
、
振
り
仮
名
・

訓
点
が
落
ち
て
い
る
場
合
は
〔 

〕
で
補
っ
た
。
尚
、
引
用
文
献
の
巻
数
な
ら
び

に
章
題
番
号
は
原
典
表
記
に
則
る
。

※
本
稿
執
筆
に
当
た
り
、
内
容
の
一
部
に
平
成
三
〇
年
三
月
二
十
三
日
お
茶
の
水
女

子
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
（
要
旨
の
み
公
開
）
を
用
い
た
。
ま
た
、
引
用
文

献
に
つ
い
て
、
蔵
書
の
閲
覧
を
快
諾
く
だ
さ
っ
た
諸
機
関
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

新　

刊　

紹　

介

佐
藤
勝
明
著

『
全
文
を
読
み
切
る　

 

『
奥
の
細
道
』
の
豊
か
な
世
界
』

　

本
書
は
、
紀
行
文
学
の
最
高
峰
と
も
言
わ
れ
る

松
尾
芭
蕉
の
『
奥
の
細
道
』
を
、
分
か
り
や
す
く

楽
し
く
全
文
を
読
み
切
る
と
い
う
方
針
で
、
丁
寧

に
完
成
し
た
『
奥
の
細
道
』
の
分
析
・
解
釋
書
で

あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
二
「
古
典
講
読
」
の
内

容
に
基
づ
い
て
、
新
た
に
書
き
起
こ
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

本
書
の
著
者
の
佐
藤
勝
明
先
生
は
、
長
年
に
わ

た
り
芭
蕉
研
究
に
浸
り
、
最
新
の
研
究
成
果
を
取

り
入
れ
つ
つ
、
心
血
を
注
い
で
本
書
を
ま
と
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
『
細
道
』
の
旅
程
図
を

入
れ
、
本
文
は
江
戸
・
深
川
よ
り
大
垣
ま
で
の
道

を
、
日
光
路
・
奥
州
路
・
出
羽
路
・
北
陸
路
に
分

け
て
、
時
間
の
順
番
で
ま
と
め
て
い
る
。
更
に
本

書
の
最
大
の
特
徴
と
い
う
の
は
、
フ
ル
カ
ラ
ー
の

印
刷
で
、
下
部
の
原
文
や
分
析
文
の
描
写
し
た
所

と
合
わ
せ
て
、
毎
ペ
ー
ジ
の
上
部
に
二
枚
の
実
景

又
は
書
画
の
写
真
が
あ
る
点
で
あ
る
。
上
と
下
は

正
に
阿
吽
の
呼
吸
で
、
文
学
的
に
だ
け
で
な
く
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
的
に
読
者
を
惹
き
付
け
る
。
そ
し

て
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、『
奥
の
細
道
』
の
も
つ
豊

か
な
魅
力
を
完
璧
に
伝
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

千
人
の
読
者
の
心
の
中
に
は
千
人
の
ハ
ム
レ
ッ

ト
が
い
る
と
言
っ
た
よ
う
に
、
本
書
は
『
奥
の
細

道
』
に
対
す
る
異
な
る
感
想
を
も
取
り
入
れ
、
読

者
の
様
々
な
理
解
を
許
し
、
様
々
な
想
像
を
誘
っ

て
止
ま
な
い
。

（
二
○
一
八
年
四
月　

大
垣
市
・
大
垣
市
教
育
委

員
会　

Ａ
５
判　

二
四
○
頁　

本
体
一
○
○
○
円
）

 

〔
金　

峰
〕


